
市 大　字
君津市 大野台

角田徳三郎
茂原市上永吉　永吉の眼科医
院の天然ガス井戸

『茂原市史』、『君津市久留
里の歴史と民俗』

深井伝七
君津市鎌滝字向谷の井戸（明
治30年）

「鎌滝字向谷突抜井戸諸費
帳」（『君津市史』史料集
Ⅳ）

小笠原伝吉
君津市福岡字高原の井戸（明
治41年）、君津市糸川字古川
の井戸（明治41年頃）

「鎌滝字向作外突抜井戸諸費
帳」（『君津市史』史料集
Ⅳ）

朝生好治
1895.12.26
～？

君津市大井戸字望地　石井誠
一郎の井戸（昭和5年）

「掘抜井戸覚」（『君津市
史』史料集Ⅵ）

池田久蔵
文化14年に鑿井業
を開始。

『中村誌』

嘉永4年から久蔵の
助手を勤める。明

『中村誌』、『千葉県君津郡

享年 師弟・血縁関係
出　身　地

大井戸

糠田

主な得意場・井戸

君津市（小糸川流域）・富津市の井戸掘り職人一覧表

備　　考 参考史料・文献氏　　名 生没年

池田久吉 池田久蔵の孫

嘉永4年から久蔵の
助手を勤める。明
治15年にカシボウ
を考案。

『中村誌』、『千葉県君津郡
誌』下巻、池田保雄家聞き取
り調査

池田徳蔵 ～1914.7 72 池田久吉の親戚
元治元年から久吉
の助手を勤める。

『中村誌』

池田作壽
～
1949.12.15

73 池田久吉の息子
静岡県浜松市　ヤマハピアノ
工場の井戸

池田保雄家聞き取り調査

池田錦里 池田一族 全国各地
「上総堀考（下）」、「上総
掘り考」（平野金治）

渡辺勘次郎
鈴木宇之助・関口
元次郎と組む

君津市糠田の灌漑用井戸（大
正13年5月）

渡辺貫次郎（「上
総掘ノ研究」）

君津市糠田「水神宮」碑銘
文、「上総掘ノ研究」

関口元次郎
渡辺勘次郎・鈴木
宇之助と組む

君津市糠田の灌漑用井戸（大
正13年5月）

君津市糠田「水神宮」碑銘文

大野丑松
君津市中島　小川齢郎宅の共
同井戸（大正9年）

大野丑之助と同一
人物？

「共同井戸契約証書」（「掘
り抜き井契約書一考察」）、
大野鉄男家聞き取り調査

大野丑之助
1877.6.3～
1957.8.19

81
大野保三の兄
釣竿式

君津市六手字根岸下の井戸
(大正4年11月～大正6年1月)､
君津市六手　大古家の飲料用
井戸（大正初期）、六手第2
号井（昭和2年10月～昭和3年
5月）

元々は農家。大正
時代には中村会議
員を勤める。昭和
26年4月7日に中島
647に転居。

「井戸」（大古和雄）、「六
手振興会文書綴」、大野鉄男
家聞き取り調査

大野保蔵（「六手

中島

大野保三
1890.10.9
～？

大野丑之助の弟
釣竿式

大野保蔵（「六手
振興会文書」）。
大正11年1月30日に
中島641に分家。

「六手振興会文書綴」、大野
鉄男家聞き取り調査

鈴木宇之助
渡辺勘次郎・関口
元次郎と組む

君津市糠田の灌漑用井戸（大
正13年5月）

君津市糠田「水神宮」碑銘
文、「六手振興会文書綴」

石井峯次郎
1869～
1933.10.3

池田徳蔵の弟子
釣竿式

君津市上の灌漑用井戸（明治
42年3月）、君津市六手八幡
神社の灌漑用井戸(大正4年5
月)､君津市六手第1号井（昭
和2年10月～昭和3年）、富津
市大堀　ホテル静養園の石油
試掘用井戸（昭和初期）、鹿
児島市下荒田　万花園の温泉
（昭和4年）、鹿児島県姶良
郡加治木町　加治木温泉、軽
井沢、北海道、台湾など

上総掘り元祖。石
井組を創設。

君津市上「水神社」碑銘文、
君津市六手八幡神社「水神
宮」碑銘文、『中村誌』、
「六手振興会文書綴」、『上
総式温泉掘鑿の栞』、「上総
掘ノ研究」

沢田金次郎

明治26年にシュモ
クとヒゴグルマを
考案。石井峯次郎
が明治42年に掘削
した君津市上の灌
漑用井戸の地主。

君津市上「水神社」碑銘文、
「上総堀考（下）」

上

漑用井戸の地主。

小倉　伸 石井峯次郎の弟子
盛岡、常陸、茨城、和歌山な
ど

「上総掘ノ研究」

安藤吉蔵

旧姓小倉。木更津
町新宿居住。明治
16年に旧中村地区
で初めてヒゴ突き
を行う。

「上総掘ノ研究」

練木 長谷川万吉
君津市三直　立川栄三郎の井
戸（明治18年）

「突井戸請負約定証」（『君
津市史』史料集Ⅳ）

富沢一造 石井峯次郎の弟子 「上総掘ノ研究」

田丸貞治
石井峯次郎の弟子､
神櫻一幣と組む

君津市六手八幡神社の灌漑用
井戸（大正4年5月）

君津市六手八幡神社「水神
宮」碑銘文、神櫻家聞き取り
調査

神櫻一幣
～
1951.12.8

石井峯次郎の弟子､
田丸貞治と組む

君津市六手八幡神社の灌漑用
井戸（大正4年5月）

君津市六手八幡神社「水神
宮」碑銘文、「六手振興会文
書綴」、神櫻はま家聞き取り
調査

石井亀吉
相川敬治郎の弟
子、鈴木斧治郎と

大多喜町、夕張 「六手振興会文書綴」

斉藤
斉藤丑松の父（斉
藤家初代）

斉藤家聞き取り調査

～ 斉藤春雄の父（斉
君津市山高原　小川家の井 「上総掘について」･「地下

馬登

三直

旧中村地
区

斉藤丑松
～
1960.5.23

斉藤春雄の父（斉
藤家2代目）

君津市山高原　小川家の井
戸、長崎県・福岡県などの石
炭試掘

「上総掘について」･「地下
水井戸について」（斉藤春
雄）、斉藤家聞き取り調査



斉藤春雄
～
2004.5.13

79
斉藤丑松の息子
（斉藤家3代目）

『井戸と水道の話』、「上総
掘について」・「地下水井戸
について」（斉藤春雄）、斉
藤家聞き取り調査

鈴木斧治郎 ～ 83 石井亀吉と組む 大多喜町、夕張

六手 山口松佐
君津市六手字根岸下の井戸
（大正4年11月～大正6年1
月）

「六手振興会文書綴」

相川敬治郎
～
1944.12.18

77 釣竿式
伊勢（三重県四日市市）、台
湾

相川敬二郎。四日
市市保々地区で相
川組を設立し、主
に小牧町南在住の
人夫を15～16名雇
う。（『四日市市
史』第5巻　資料編
民俗）

『四日市市史』第5巻　資料
編　民俗、相川家聞き取り調
査

田村啓作 相川敬治郎の弟子
君津市宮下　栢野家の飲料用
井戸（昭和35年12月～36年4
月）

「井戸掘」（栢野美恵子）

八幡 小柴佐吉
君津市貞元の共同井戸（大正 「共同井契約書」（「掘り抜

宮下

八幡 小柴佐吉
君津市貞元の共同井戸（大正
2年）

「共同井契約書」（「掘り抜
き井契約書一考察」）

大堀 安室保五郎 ～1941
台湾で石井峯次郎
に師事

台湾の温泉

ホテル静養園経営
者。ホテルの敷地
内に井戸を3本掘ら
せる。

ホテル静養園聞き取り調査

佐貫町 近藤條之助

近藤丈之助。元木
引職人で、明治19
年夏に上総掘りを
考案？(「上総掘に
ついて」)

「上総掘ノ研究」、「上総掘
について」（斉藤春雄）
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